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【 プ レ ス リ リ ー ス 】  

報 道 関 係 各 位  

２ ０ １ ３ 年 １ ２ 月 吉 日  

       一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾  

        代 表 理 事  古 川 裕 倫  

 

女 性 幹 部 育 成 の 一 般 社 団 法 人 「 彩 志 義 塾 （ さ い し ぎ じ ゅ く ） 」 設 立 と  

同 設 立 記 念 講 演 会 （ 坂 東 眞 理 子 さ ん 基 調 講 演 ） の お 知 ら せ  

                      

【 要 旨 】   

 2 0 1 3 年 1 1 月 1 日 に 女 性 幹 部 育 成 の た め の 講 座 を 提 供 す る （ 日 本 初 の ） 一 般 社

団 法 人「 彩 志 義 塾 」を 設 立 致 し ま し た 。講 座 の 対 象 者 は 、「 女 子 大 生（ 本 気 塾 ）」

と 「 女 子 社 員 （ 立 志 塾 ） 」 で す 。  

 同 法 人 の 設 立 を 記 念 し 、主 旨 に ご 賛 同 を い た だ い て い る 坂 東 真 理 子 さ ん（「 女

性 の 品 格 」 著 者 、 昭 和 女 子 大 学 学 長 ） に 基 調 講 演 を し て い た だ き ま す 。（ 詳 細 は

下 記 参 照 ）  

  

 第 １ 期 本 気 塾 に は 、９ 名 の 大 学 生 が 参 加 し ま し た 。外 国 人 留 学 生 １ 名 、大 分 か

ら の 参 加 も あ り ま し た 。  

 第 １ 期 立 志 塾 は 、６ 名 が 参 加 し 、現 在 開 講 中 で す 。中 小 企 業 か ら 大 企 業 ま で 所

属 は 様 々 で す が 、い ず れ も 志 高 い 女 性 達 で す 。社 員 研 修 の 一 環 と し て 派 遣 さ れ て

い る 企 業 も あ り 、大 阪 と 松 山 か ら 毎 月 参 加 し て い る 人 も お り ま す 。毎 回 、現 役 女

性 役 員 を ゲ ス ト に 招 く ラ ウ ン ド テ ー ブ ル が 好 評 で す 。プ ロ グ ラ ム 内 容 は ３ 頁 を ご

参 照 下 さ い 。  

 

【 詳 細 】  

 女 性 幹 部 を 目 指 す 女 子 大 生 の た め の「 本 気 塾 」（ 20 1 3 年 7 月 ～ 9 月 第 一 期 修 了 ）

及 び 女 性 社 員 の た め の 「 立 志 塾 」 （ 20 1 3 年 9 月 よ り 第 一 期 開 講 中 ） を 、 よ り 発

展 促 進 す る た め に 、 運 営 母 体 と し て 、 一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 （ さ い し ぎ じ ゅ く ）

を 設 立 し 、 両 塾 の 塾 長 を 務 め る 古 川 裕 倫 が 代 表 理 事 に 就 任 致 し ま し た 。  

 

両 塾 と も に 目 指 す 卒 塾 後 の 姿 と し て  

１ ． 自 走 式 の 人 間 に な る  

自 走 式 の 人 間 と は 、 自 分 で 考 え 行 動 す る 人 間 と い う 意 味 で す 。 「 必 要 に 迫 ら れ て 勉

強 し 、 指 示 を 受 け て 仕 事 す る 人 間 」 で は な く 、 「 自 ら 課 題 を 見 つ け 勉 強 し 、 自 ら 仕

事 を 創 る 人 間 」 へ と 変 化 し て い ま す 。  

２ ．常 に 自 分 を 高 め 組 織 に 貢 献 す る 人 物 と な り 、近 い 将 来 、会 社 の 幹 部 や 起 業 家

と な っ て 社 会 を 動 か す 人 に な る  

３ ． 「 好 か れ 」 「 愛 さ れ 」 「 尊 敬 さ れ る 」 人 間 力 の 高 い 人 材 と な る  

を 目 指 し て お り ま す 。  

 

今 後 は 、両 塾 の 事 業 を よ り 多 く の 方 々 や 企 業 に 周 知 し 協 力 を 得 て 、社 会 全 体 で 女

性 の 真 の 活 躍 を 応 援 す る 仕 組 み や 体 制 作 り に 微 力 な が ら 力 を 尽 く し て い く 所 存

で す 。  
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そ こ で 、彩 志 義 塾 の 設 立 を 記 念 し て 、下 記 の 講 演 会 を 開 催 致 し ま す 。基 調 講 演 は 、

理 解 者 で あ り 心 強 い サ ポ ー タ ー で あ る 、坂 東 眞 理 子 氏（ 昭 和 女 子 大 学 学 長 ）に よ

る「 女 性 の 品 格 と リ ー ダ ー を 目 指 す 心 得 」で す 。会 場 と 一 体 と な っ て 、女 性 活 躍

推 進 に つ い て 議 論 し た い と 考 え て お り ま す 。  

 

＊ 当 日 の 取 材 は 、 事 前 の 届 が 必 要 で す 。 事 務 局 ま で ご 一 報 下 さ い 。  

 

【 一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 設 立 記 念 講 演 会 】  

日 時 ：   2 0 1 4 年 2 月 1 9 日 水 曜 日  1 9 時 0 0 分 ～  

場 所 ：   日 比 谷 コ ン ベ ン シ ョ ン ホ ー ル （ 日 比 谷 図 書 文 化 館 内 ）  

参 加 費 ：  一 般  5 , 0 0 0 円  学 生  2 , 0 0 0 円  （ 事 前 申 込 制 ）  

定 員 ：   2 0 0 名  

お 申 込 ：  左 記 よ り お 願 い し ま す 。  h t t p : / / e v e r e v o . c o m / e v e n t / 9 9 8 6  

プ ロ グ ラ ム ：  

  1 8 : 1 5    開 場  

  1 9 : 0 0 - 1 9 : 3 0   代 表 理 事 挨 拶  

  1 9 : 3 0 - 2 0 : 3 0   坂 東 眞 理 子 氏 基 調 講 演  

      「 女 性 の 品 格 と リ ー ダ ー を 目 指 す 心 得 」  

  2 0 : 3 0 - 2 1 : 0 0   彩 志 義 塾 の 活 動 紹 介  

     本 気 塾 、立 志 塾 1 期 生 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン  

 

坂 東 眞 理 子 氏 プ ロ フ ィ ー ル  

昭 和 女 子 大 学 学 長  

富 山 県 生 ま れ  

1 9 6 9 年 東 京 大 学 卒 業 、 総 理 府 入 省 、 青 少 年 対 策 本 部 、 婦 人 問 題 担 当 室 、 老 人 対

策 室 、内 閣 総 理 大 臣 官 房 参 事 官 、統 計 局 消 費 統 計 課 長 な ど を 経 て 男 女 共 同 参 画 室

長 、 19 9 5 年 ～ 19 9 8 年  埼 玉 県 副 知 事 、 19 9 8 年 ～ 2 0 0 0 年  ブ リ ス ベ ン 総 領 事  

2 0 0 1 年 ～ 2 0 0 3 年  内 閣 府 男 女 共 同 参 画 局 長 、20 0 4 年 4 月 ～  昭 和 女 子 大 学 大 学

院 教 授 、女 性 文 化 研 究 所 長  現 在 に 至 る 、昭 和 女 子 大 学 副 学 長 を 経 て 、20 0 7 年 4

月 ～  昭 和 女 子 大 学 学 長  現 在 に 至 る  

著 書 ： 「 米 国 き ゃ り あ う ー ま ん 事 情 」「 女 性 の 品 格 」「 親 の 品 格 」「 女 性 の 幸 福

（ 仕 事 編 ） 」 「 日 本 の 女 性 政 策 」 「 錆 び な い 生 き 方 」 「 夢 を 実 現 す る ７ つ の 力 」

「 日 本 人 の 美 質 」 「 つ な ぐ 力  つ が な る 作 法 」 な ど 多 数 。  

 

【 彩 志 義 塾 （ さ い し ぎ じ ゅ く ） 】  

彩 志 義 塾 は 、「 女 性 幹 部 を 目 指 す 人 の た め に 志 と 人 間 力 を 磨 く 場 と 機 会 を 提 供 す

る 」 一 般 社 団 法 人 で す 。  

「 彩 」 は 、「 い ろ ど る 」 、「 美 し い 色 を つ け る 」 と い う 意 味 で あ り 、 女 性 が 、 高

い 志 を 持 っ て 自 分 磨 き を 継 続 す る こ と で 、彩 り 豊 か な 人 生 を 創 造 し 、顧 客 、会 社

や 組 織 、ひ い て は 社 会 に も 大 き な 貢 献 が で き る よ う お 手 伝 い す る こ と を 目 的 と い

た し ま す 。  

彩 志 義 塾 に は 、 現 在 ２ つ の 塾 が あ り ま す 。 目 的 は 、 同 じ で す 。  

「 女 性 社 会 人 の た め の 立 志 塾 」 （ 社 会 人 向 け ）  

「 女 子 大 学 生 の た め の 本 気 塾 」 （ 女 子 大 生 、 女 子 大 学 院 生 向 け ）  
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設 立 ：  2 0 1 3 年 1 1 月 1 日  

役 員 ：   代 表 理 事  古 川 裕 倫  

  理 事   園 田 雅 江  

  同   柳 澤 美 由 紀  

  同   廣 津 佐 知 子  

  同   加 藤 美 貴 子  

  監 事   佐 伯 基 憲   

（ 役 員 プ ロ フ ィ ー ル は 文 末 を ご 参 照 下 さ い ）  

 

【 立 志 塾 概 要 】  

立 志 塾 （ 第 1 期 開 講 中 、 2 0 1 4 年 4 月 よ り 2 期 開 講 予 定 ）  

■ 受 講 資 格 ： 自 分 の 将 来 を 前 向 き に 考 え る 女 性 社 会 人 で あ れ ば ど な た で も 参 加 で き ま す 。  

■ プ ロ グ ラ ム 内 容 ：  1 日 に 下 記 プ ロ グ ラ ム を 用 意 し て お り ま す 。  

第 1 部  課 題 図 書 に つ い て の 意 見 交 換 、 自 己 啓 発 と ス キ ル ア ッ プ   

第 2 部  幹 部 社 員 を 目 指 す た め の 志 と マ イ ン ド の 持 ち 方  

第 3 部  幹 部 と な る と き に 知 っ て お く べ き 会 社 の 基 本 知 識  

第 4 部  上 場 会 社 役 員 、 役 員 経 験 者 、 ロ ー ル モ デ ル と の 意 見 交 換  ※ 別 途 懇 親 会 あ り （ 任 意 ）  

■ 日 時 ： 第 ２ 土 曜 日 1 0 時 ～ 1 7 時 （ 自 由 参 加 の 第 ５ 部 懇 親 会 有 り ） 全 6 回  

■ 会 場 ： ア ク タ ス マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ ス 会 議 室  ( 東 京 都 港 区 赤 坂 3 - 2 - 6  赤 坂 中 央 ビ ル 7 F )  

■ 定 員 ： 1 5 名  

■ 参 加 費 用 ： 2 4 万 円 （ 税 別 ）  

※ 第 ４ 部 ゲ ス ト （ 第 1 期 実 績 ） ゲ ス ト は 変 更 に な る 場 合 が ご ざ い ま す 。  

◆ 石 村 弘 子 氏 （ シ ン コ ム ・ シ ス テ ム ズ ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社  代 表 取 締 役 マ ネ ー ジ ン グ ・ デ ィ レ ク タ ー ）  

◆ 堀 田 利 子 氏 （ 株 式 会 社 ル ネ サ ン ス  取 締 役 専 務 執 行 役 員 ）  

◆ 島 田 精 一 氏 （ 津 田 塾 大 学 理 事 長 、 日 本 ユ ニ シ ス 株 式 会 社 特 別 顧 問 ）  

◆ 飛 田 尚 美 氏 （ 株 式 会 社 バ ン ダ イ  取 締 役 ト イ 開 発 政 策 担 当 兼 チ ー フ た ま ご っ ち オ フ ィ サ ー ）  

◆ 志 済 聡 子 氏 （ 日 本 ア イ ・ ビ ー ・ エ ム 株 式 会 社 執 行 役 員 イ ン ダ ス ト リ ー 営 業 統 括 公 共 営 業 本 部 長 ）  

◆ 福 住 俊 男 氏 （ 株 式 会 社 グ ロ ー バ ル マ ネ ジ メ ン ト 研 究 所 代 表 取 締 役 社 長 ）  

 

【 本 気 塾 概 要 】  

（ 第 1 期 終 了 、 2 0 1 4 年 5 月 よ り 2 期 開 講 予 定 ）  

■ 受 講 資 格 ： 女 子 大 学 生 、 大 学 院 生 、 学 年 は 問 い ま せ ん 。 6 回 全 て に 出 席 で き る 方 。  

■ プ ロ グ ラ ム 内 容 ：  課 題 図 書 を 読 み 、 発 表 や 意 見 交 換 を 通 じ て 、 自 己 啓 発 を は か り ま す 。  

第 1 回  一 生 働 く 意 味 を 考 え る 、 志 の 重 要 性  

第 2 回  人 生 設 計 と キ ャ リ ア デ ザ イ ン  

第 3 回  身 近 な 人 か ら 学 ぶ こ と  

第 4 回  女 性 の 幹 部 登 用 を 進 め る 企 業 が 人 材 に 求 め る も の  

第 5 回  グ ロ ー バ ル に 活 躍 す る （ ア サ ー テ ィ ブ な ） 人 材 に な る た め に  

第 6 回  大 学 生 の う ち に 出 来 る こ と 、 や る べ き こ と  

■ 日 時 ： 第 2 ・ 第 4 水 曜 日 、 1 9 時 ～ 2 2 時  全 6 回  

■ 会 場 ： 都 内 会 場 を 予 定  

■ 定 員 ： 1 5 名  

■ 参 加 費 用 ： 6 万 円 （ 税 別 ） ＊ 奨 学 金 制 度 有   
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■ 特 典 ： 姉 妹 塾 の 「 女 性 社 員 向 け 立 志 塾 」 に お け る 現 役 で 活 躍 中 の 上 場 会 社 女 性 役 員 な ど ロ ー ル モ

デ ル と の 交 流 に 参 加 で き ま す 。 自 分 の キ ャ リ ア デ ザ イ ン を 作 成 の 上 、 前 向 き に 努 力 す る 方 に は 、 講 座 終

了 後 も フ ォ ロ ー し て い き ま す 。 企 業 イ ン タ ー ン へ の お 手 伝 い を し ま す 。  

 

【 役 員 プ ロ フ ィ ー ル 】  

古 川 裕 倫  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 代 表 理 事 、 株 式 会 社 多 久 案 代 表  日 本 駐 車 場 開 発 株 式 会 社 、 情

報 技 術 開 発 株 式 会 社  社 外 取 締 役 、 ビ ジ ネ ス 書 作 家  

１ ９ ７ ７ 年 早 稲 田 大 学 商 学 部 卒 業 後 、 三 井 物 産 入 社 、 ２ ３ 年 間 勤 務 、 内 、 ロ サ ン ゼ ル

ス ・ ニ ュ ー ヨ ー ク に 1 0 年 間 勤 務 。 そ の 後 、 株 式 会 社 ホ リ プ ロ に て 取 締 役 執 行 役 員 経 営

企 画 室 を つ と め る 。  

 著 書 に は 、 「 一 生 働 く 覚 悟 を 決 め た 女 性 た ち へ 」 「 女 性 が 職 場 で 損 す る 理 由 」 「 女 性

を 活 用 で き る 上 司 に な る 」 「 日 本 で 仕 事 が な く な っ て も グ ロ ー バ ル 企 業 で 働 け る 人 に

な る 本 」 な ど 多 数  

 

園 田 雅 江  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 理 事 、 株 式 会 社 g u s i n e s s 代 表 取 締 役 、 社 会 保 険 労 務 士 、 個 別 指

導 の 就 活 W i l l プ ロ デ ュ ー サ ー  

1 9 5 9 年 愛 媛 県 松 山 市 生 ま れ 。 青 山 学 院 大 学 文 学 部 卒 業 後 、 外 資 系 企 業 数 社 で 人 事 管 理

部 門 を 経 験 し 、 2 0 0 0 年 に 社 会 保 険 労 務 士 と し て 独 立 開 業 、 2 0 0 3 年 、 人 材 育 成 、 キ ャ リ

ア 教 育 の 株 式 会 社 g u s i n e s s を 設 立 。  

著 書 に は 、 「 ウ チ の 子 内 定 ま だ な ん で す 」 「 わ が 子 を 就 活 難 民 に し な い た め 親 が で き

る こ と 」 「 本 当 に 使 え る 就 活 実 践 本 」 な ど 。  

 

 

柳 澤 美 由 紀  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 理 事 、 株 式 会 社 家 計 ア イ デ ア 工 房  代 表 取 締 役 、  

株 式 会 社 Ｆ Ｐ フ ロ ー リ ス ト  取 締 役 、 相 続 ・ 後 見 マ ネ ー 塾  塾 長 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 市 民 後 見

か わ ぐ ち  理 事 、 Ｃ Ｆ Ｐ Ⓡ ／ 1 級 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ・ プ ラ ン ニ ン グ 技 能 士 ／ 行 動 習 慣 ナ

ビ ゲ ー タ ー 認 定 講 師  

1 9 7 0 年 長 崎 県 生 ま れ 。 関 西 大 学 社 会 学 部 （ 産 業 心 理 学 ） 卒 業 。 リ ク ル ー ト グ ル ー プ で

広 告 制 作 に 従 事 し た 後 、 1 9 9 7 年 よ り フ ァ イ ナ ン シ ャ ル ・ プ ラ ン ナ ー （ Ｆ Ｐ ）  

著 書 は 、 「 書 き 込 み 式 老 後 の お 金 の 「 ど う し よ う ？ 」 が 解 決 で き る 本 」 ） 、 「 運 用 以

前 の お 金 の 常 識 」 な ど 多 数 。  

 

廣 津 佐 知 子  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 理 事 、 Ｎ Ｃ Ｒ Ｉ 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 、 一 般 社 団 法 人 東 北 産

業 振 興 協 会 代 表 理 事  

東 京 都 出 身 、 成 蹊 大 学 卒 業 （ 都 市 社 会 学 を 専 攻 ）  

大 学 卒 業 後 、 日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト （ 株 ） に 入 社 し 、 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と し

従 事 し た 後 、 フ リ ー Ｓ Ｅ と し て 活 動 。 そ の 後 、 （ 株 ） ツ イ ン テ ッ ク に 入 社 。 基 幹 シ ス

テ ム の 開 発 ・ 設 計 ・ プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ メ ン ト を 担 当 。 2 0 0 2 年 か ら は 管 理 部 門 へ 異

動 し 、総 務 ・ 人 事 ・ 労 務 ・ 経 理 等 会 社 全 体 を マ ネ ー ジ メ ン ト す る こ と と な り 、2 0 0 5 年 、

取 締 役 経 営 企 画 室 室 長 に 就 任 し 、 経 営 全 般 に 携 わ る こ と と な る 。 2 0 0 8 年 同 社 を 退 職 、
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現 、 Ｎ Ｃ Ｒ Ｉ ㈱ を 設 立 し 、 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 す る 。 2 0 1 1 年 震 災 を 機 に 、 そ れ ま で

活 動 し て い た 「 東 北 Ｓ ａ ａ Ｓ 連 合 会 」 の 仲 間 と 共 に 一 般 社 団 法 人 東 北 産 業 振 興 協 会 を

仙 台 に 設 立 。  

 

加 藤 美 貴 子  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 理 事 、 ト レ ン ダ ー ズ 株 式 会 社 勤 務 （ 2 0 1 3 年 4 月 新 卒 入 社 ）  

1 9 9 0 年 千 葉 県 生 ま れ 。 白 百 合 学 園 高 等 学 校 卒 業 。 東 京 女 子 大 学 現 代 教 養 学 部 卒 業 。 学

生 時 代 に 女 子 学 生 支 援 団 体 P r e s e n c e を 立 ち 上 げ 代 表 。 次 世 代 の 女 性 の た め の ソ ー シ ャ

ル 発 信 サ イ ト 「 S O C I A L  G I R L S  L A B .」 エ デ ィ タ ー 。  

 

佐 伯 基 憲 （ 監 事 ）  

一 般 社 団 法 人 彩 志 義 塾 監 事 、 三 井 物 産 及 び 日 本 ユ ニ シ ス 社 友 、 早 稲 田 大 学 理 工 学 部

（ 現 ・ 創 造 理 工 学 部 ） 経 営 シ ス テ ム 工 学 科 非 常 勤 講 師  

1 9 4 7 年 、富 山 県 立 山 町 生 ま れ 。1 9 7 0 年 、早 稲 田 大 学 第 一 法 学 部 卒 業 後 三 井 物 産 に 入 社 。

二 度 に わ た る ロ ン ド ン 勤 務 、運 輸 ・ 物 流 部 門 と I T 推 進 部 に 勤 務 。 2 0 0 1 年 同 社 取 締 役 並

び に 日 本 ユ ニ シ ス 取 締 役 に 就 任 。 三 井 物 産 上 席 執 行 役 員 を 経 て 、 2 0 0 3 年 4 月 に 同 社 顧

問 、 同 6 月 に 日 本 ユ ニ シ ス 取 締 役 常 務 執 行 役 員 に 就 任 。 同 社 関 西 支 社 長 を 経 て 、 2 0 0 5

年 代 表 取 締 役 常 務 執 行 役 員 と し て 人 事 ・ 人 材 育 成 ・ 法 務 部 門 を 担 当 。 同 社 顧 問 を 退 任

後 、 現 在 、 会 社 顧 問 や 異 業 種 交 流 の 勉 強 会 主 宰 者 と し て 、 若 手 起 業 家 や 企 業 の 人 材 育

成 を 応 援 。 同 時 に 、 区 立 小 学 校 の 学 校 関 係 者 評 価 委 員 な ど を 務 め 、 地 元 貢 献 に 尽 力 し

て い る  

以 上  
 

リ リ ー ス の 関 す る お 問 い 合 わ せ は 、  

i n f o @ s a i s h i . o r . j p  

0 3 - 5 5 3 2 - 8 5 0 7  

担 当  園 田 雅 江 。  


